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はじめに｜主な取り組み

グリーンファイナンスの取り組みについて

NTTグループの「成長」と「社会課題の解決」を同時に進め、
2040年、カーボンニュートラルを実現させる。

その大きな目標を達成するためには、膨大な投資が必要になります。

ファイナンス面からリードする
それが私たちNTTファイナンスです。
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はじめに｜主な取り組み

グリーンファイナンスの取り組み（FY2020-FY2021）

2020年6月
NTTグループ初のグリーンボンド発行
～対象プロジェクトはグリーンビルディング～

ＮＴＴファイナンス実施：

2021年9月
新環境エネルギービジョン公表
～グリーンボンド発行も主な取り組みの1つ。国内外の市場を活用。発行を通じグローバルでビジョンをPR～

2021年9月
新フレームワーク策定
～継続発行を行いやすくするため、対象グリーンプロジェクトを拡大～

●（旧フレームワーク）データセンタ、グリーンビルディング、再生可能エネルギー
●（新フレームワーク）旧3カテゴリーに加え、 5Ｇ関連投資、FTTH関連投資、IOWN構想の実現に向けた研究開発を追加

2021年10月
2回目：NTTグループグリーンボンド総額3,000億円を発行（国内債では2回目）

2021年12月
3回目：NTTグループグリーンボンド総額15億ユーロ（約1,920億円）を発行
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はじめに｜主な取り組み

グリーンファイナンスの取り組み（FY2022）

2022年7月
４回目：NTTグループグリーンボンド総額15億米ドル（約2,100億円）を発行

2022年6月
ローンも活用可能な新たなフレームワーク策定
～NTTグループグリーンファイナンスフレームワーク～

2022年８月
初のグリーンローン総額1,000億円を組成
～農林中央金庫750億円・みずほ銀行250億円～

2023年3月
国内最大規模となるグリーンシンジケートローンおよびグリーンローン総額3,600億円を組成

ＮＴＴファイナンス実施：
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はじめに｜主な取り組み

グリーンファイナンスの取り組み（FY2023）

2023年5月
新中期経営戦略を公表

2023年7月
5回目：NTTグループグリーンボンド総額3,800億円を発行（国内債では3回目）

2023年11月
6回目：NTTグループグリーンボンド総額2,200億円を発行（国内債では4回目）

ＮＴＴファイナンス実施：
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はじめに｜主な取り組み

グリーンファイナンス フレームワークを活用した
資金調達実績（約1.8兆円）

■上記以外に金融機関独自のESG関連実績有り（3,500億円）

調達時期 種別 借入先 通貨 金額 資金使途

2020年6月 社債（グリーンボンド） - 円 400億円 グリーンビルディング

2021年10月 社債（グリーンボンド） - 円 3,000億円

・5G関連投資
・FTTH関連投資
・IOWN構想の実現に向けた
研究開発
・再生可能エネルギープロジェクト

2021年12月 社債（グリーンボンド） - ユーロ
15億ユーロ

（約1,920億円）

2022年7月
社債（グリーンボンド）
※８ページ参照

- 米ドル
15億米ドル

（約2,100億円）

2022年8月 借入（グリーンローン）
農林中央金庫 円 750億円

みずほ銀行 円 250億円

2023年3月
借入（グリーンシンジケートローン）

48行（三菱がアレンジャー）
新規26行参加

円 1,298億円

借入（グリーンローン） メガ等9行 円 2,302億円

2023年7月
社債（グリーンボンド）
※９ページ参照

- 円 3,800億円

2023年11月 社債（グリーンボンド） - 円 2,200億円
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はじめに｜主な取り組み

グリーンボンド（グローバル債）の発行

※発行時の為替レートで換算（1ドル=138.49円）

グローバル債市場

5

※2 今年新たにMoody‘sの格付け「A1」を取得（A1は持株会社と同ランク）

②ヨーロッパ市場
日本時間：17:00-1:00

現地時間:9:00-17:00

本件販売額
1.5億米ドル

（204億円相当）

①アジア市場
9:00-17:00

本件販売額

2.4億米ドル

（338億円相当）

③アメリカ市場
日本時間:22:00-6:00

現地時間:9:00-17:00

本件販売額

11.1億米ドル

（1,535億円相当）

発行フォーマット 条件決定日 発行条件（利率） 格付 資金使途

144A / Reg.S
（グローバル債）

2022年
7月20日

2年：5億米ドル（4.142％）
3年：5億米ドル（4.239％）
5年：5億米ドル（4.372％）

A1（Moody’s）※2 A（S&P） 5G関連投資、FTTH関連投資 等

マーケティングスケジュールと
地域別販売状況

➢ 長期資金調達の一環として、グローバル債市場で当社初のドル建てのグリーンボンドを発行

➢ 動きの激しいマーケット環境の中、米国を中心に8倍を超える需要を集め、総額2,077億円相当の起債を実現

➢ 資金はNTTグループの各種グリーン関連設備投資に充当の予定
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はじめに｜主な取り組み

国内事業会社のSDGs債、過去最大規模を実現
昨年度対比で起債環境の改善がみられる中、2023年7月、国内外の起債環境・金利
動向を見極めたうえで本邦企業過去最大のグリーンボンド、かつ今年度最大の社債
発行を実現！

発行額：総額3,800億円は国内事業会社のSDGs債、過去最大規模（前回債の3,000億円を上回る）
投資表明件数：195件を獲得し1起債あたりで歴代1位を獲得（前回債の163件を上回る）



参考

メディア記事
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参考｜

メディア記事（日経新聞/Bloomberg）
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参考｜

メディア記事（日経新聞）
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参考｜

メディア記事（日経新聞／GlobalCapital）
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参考｜

メディア記事（日経新聞）

2023/7/14 17:56 日本経済新聞 電子版
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参考｜

環境省主催 第3回 環境省ESGファイナンス・アワード・ジャパン
（資金調達者部門）の「銅賞」を受賞
2021年10月 国内債3,000億円、12月外債15億ユーロ（1,920億円相当） のグリーンボンドが評価されての受賞
情報通信事業では、国内初のグリーンボンド発行事例
太陽光を中心とした再生可能エネルギーの導入を進めている点で、実績や通信業界内での新規性を高く評価

環境省含む外部団体・組織から7つの受賞Ⅰ

環境省主催 第4回 環境省ESGファイナンス・アワード・ジャパン
（資金調達者部門）の「銅賞」を2年連続で受賞

2022年1月16日付の日経ヴェリタスにて発表された「ディール・オブ・ザ・イヤー」の
「機関投資家向け社債 ベスト部門」で、当社が2年連続1位を受賞
2021年10月に発行した3,000億円のグリーンボンドが市場から高く評価されての受賞
存在感の小さい国内ESG債市場の拡大に貢献、格付に比べ投資妙味がある

一般社団法人環境金融研究機構が主催するサステナブルファイナンス大賞制度で、
「グリーンボンド賞」を受賞
2021年10月、12月に発行したグリーンボンド（円債・外債）が専門家から高く評価されての受賞
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参考｜

環境省含む外部団体・組織から7つの受賞Ⅱ

リフィニティブ社主催 DEALWATCH AWARDS 2021の
「Offshore Bond of the Year」を受賞
本アワードは日本国内発行体を対象としたアワード
2021年12月 ユーロ債15億ユーロが評価されての受賞
発行体にとって海外市場で初めてのグリーンボンドとなった国内債と合わせて総額5,000億円の調達で、発行体が掲げたカーボニュー
トラルに向けた取り組みが評価され、不安定な市場環境の中、主要投資家が軒並み出動

リフィニティブ社主催 IFR AWARDS 2021の
「Bond Awards Yen Bond of the Year」を受賞
本アワードは全世界を対象としたアワード
2021年10月 国内債3,000億円のグリーンボンドが評価されての受賞
ESG債の提供を最大化する方法を示し、日本の投資家がセクターをサポートする熱心さを明らかにし、国内市場で最大のグリーンボン
ドであり、ひとつの発行体によるグリーンボンドの世界最大の一つ
国債利回りが上昇したにもかかわらず、クーポンは2020年12月の1兆円起債（ドコモTOB時）よりも低く調達
2040年度までにカーボンニュートラルの実現を目指すNTTの新たな環境・エネルギービジョンを発表。また、グリーンボンドフレームワーク
を更新し、グリーンプロジェクトの拡大に成功
当社は、ドコモTOB時に発行した2020年12月国内債1兆円で1回目を受賞し、今回2回目の受賞となる

キャピタル・アイ社主催 キャピタル・アイAwards 2021の
「BEST DEALS OF 2021」を受賞
2021年10月 円債3,000億円が評価されての受賞
総額3,000億のグリーンボンドは日本のESG債として過去最大であり、世界的にも事業会社としては最大規模。POT方式で透明性
を確保しつつ、9,000億円近い需要を286件の投資家から集め、史上最多の163件の投資表明を行った。自身による2020年12
月の1兆円ディールに続き、本邦社債市場の活性化に貢献し、その後はユーロ建てでも発行




